
産業医学レビュー 投稿規定
　「産業医学レビュー」は、産業医学領域の重要・タイムリーなテーマに関し、その分野に通じた専門

家の執筆による、主要な文献等を踏まえた総説論文など、産業医・産業保健活動の実務に携わる人々

にとって有用な掘り下げた概説等を提供するための学術誌である。

　本誌では、上記の趣旨に則った投稿を広く募り、掲載に向けての査読（検討）を行い、監修委員会

により掲載の可否等を決定する。投稿者は、下記に留意し投稿をお願いしたい。

1．投稿者は、広く産業医学・産業保健に係る研究及び実務等に携わる者とする。

2．投稿原稿は、未発表で、かつ他誌に投稿中でないものに限る。

3�．投稿原稿の採否は、専門家による査読を経て、最終的に監修委員会で決定する。

4�．本誌に掲載された論文等の著作権は、原則として産業医学振興財団に帰属するものとする。ただ

し、著者による転載・複製・翻訳・翻案等の利用をさまたげるものではなく、利用に際しては事前

に当財団に連絡の上、出典（誌名、掲載巻号、ページ、発行元等）を明記するものとする。

　�　なお、本誌は、令和2年5月発行号（第33巻第1号）から、電子ジャーナルとしてJ-STAGE等

を通じて無償で公開している。

5．掲載料は無料とする。

6．原稿の執筆要領については、以下のとおりとする。

　⑴�　原稿の表紙には、和文のタイトルとともに英文のタイトルも付し、執筆者名、所属機関名、連

絡先（住所、電話番号、メールアドレス等、執筆者が複数の場合は代表執筆者のもの）を記載す

る。

　⑵�　本文の冒頭に、本文内容の要約を200字程度以内にまとめて記載する。また、要約の後にキーワ

ード（5個程度）を記載する。

　⑶　本文の執筆

　　①　文体：常体（「である。」調）で記載する。

　　②　原稿の作成：原則としてWord 等の電子データで作成する。

　　③　原稿分量（容量）等：本文の原稿分量は、図表・写真を含めて下記に記載した容量とする。

　　　ア）原稿容量

　　　　�　総文字数は図表・写真、参考文献等を含め約24,000～32,000字（本誌仕上がりで15～20頁前
後）。

　　　イ）図表・写真の文字数換算

　　　　　図表及び写真は1点当たり400～800字（1/4～1/2頁相当）として計算する。

　　　　　※　�他所から転載等をする場合は、原則として執筆者ご本人に転載許諾の申請をお願いし

ております。ただし、発行元によっては出版社間での契約を希望されることもありま

す。お困りの際はお問い合わせください。

　　④　文献の記載

　　　ア�）文献は、引用順に本文中の該当箇所の右肩に片括弧の番号を付し（例：…思われる1））、稿

末に、次項の要領でまとめて記載する（バンクーバー方式）。その際、文献の著者が複数の場

合は、著者名ごとにカンマで区切り、最初の3名を記載し、あとは「他」（英文の場合は et�
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　　　イ）文献の記載例

　　　　　ａ）雑誌の場合

　　　　　　　�文献番号）著者名．論文標題．雑誌名．発行年；巻（号）�:�引用頁（00-00），

　　　　　　　（例）

　　　　　　　　1）�山野智敬．Visual�Display�Terminal（VDT）作業と調節反応の変化−赤外線オ

プトメーターを用いた外部視標による検討．福島医学雑誌．1989;�39:221．

　　　　　　　　2）�Sorsby�A.�Epidemiology�of�refraction.�Int�Ophthalmol�Clinics.�1971; 11（1）:1-18.

　　　　　ｂ）書籍の場合

　　　　　　　文献番号）著者名．論文標題．書名．発行所．出版社．発行年．引用頁（pp00-00）．

　　　　　　　（例）

　　　　　　　　3）�中村芳子．VDT作業と眼の愁訴．眼科オピニオン4テクノストレス眼症．中山

書店．1998．pp86-96．

　　　　　　　　4）�Duke-Elder� S.�Anomalies� of� refraction� and� accommodation.� System� of�

Ophthalmology�Vol.5�Ophthalmic�optics�and�refraction.�Henry-Kimpton.� 1970.

pp207-504.

　　　　　ｃ）ホームページ、ウェブサイトの場合

　　　　　　　�著者名．表題．発信者．発行（更新）年．URL（アクセス年月日）．

　　　　　　　（例）

　　　　　　　　5）�OECD.OECDテストガイドライン（OECD毒性ガイドライン翻訳版）．国立医

薬品食品衛生研究所．2023.

　　　　　　　　　　http://www.nihs.go.jp/hse/chem-info/oecdindex.hlml（2023年5月5日アクセス）．

　⑷　原稿の送付先等

　　原稿は、下記メールアドレス宛てに電子データ（Wordファイル、画像データ等）を送信すること。
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